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施設長より 
「半年かかるんだなと思いました。」職員面談で聞いた言葉です。午前中の児発のいちご組に通い始

めた子どもさんが、ぽぽデイの環境に慣れ落ち着いて過ごせるようになるまで半年かかったと。意外

な言葉でした。子どもさんとの関係作りはとても上手で、どの子ともすぐに良い関係ができる職員か

らの言葉だったので・・・。その理由は以下に書いてくれていますが、泣かずに来られるから、嫌が

らずに来られるから、笑顔で通ってくれるから大丈夫、ではなく、子どもたちの些細な心の葛藤や変

化に気づき、言葉にならない心を推し量るからこそ実感したのでしょう。 

あらためて、子どもの権利や子ども主体という言葉を想います。私や僕が安心できるまで、つまりは、

私や僕が「よし！」というまでの時間。ぽぽデイの環境も、職員も、友だちとの関係も、子どもに評

価されています。もっともっと、子どもの評価に耐えるようにならなければ、と気が引き締まると同

時に、嬉しくもあります。あなたと私は対等です。そうしてどうぞ、NOは NOと言い続けて下さい。 

 

11 月 19 日から、朝日新聞の教育面の「いま こどもたちは」で大阪市立田島南小学校の自己肯定感

を育み、自分も相手も大切にする「生きる」教育のプログラムの内容が掲載されていました。 

この実践は、権利主体としての子どもを育てることを主眼に置いた教育です。例えば 2 年生で赤ちゃ

んが育つにはたくさんの「抱っこ」があったことを知る。3 年生で子どもの権利条約について学び、

権利が守られていない場合は助けを求める力を高める。4 年生で架空の設定の中で、発達課題や愛着

障害の特徴を理解するとともに、困難あったときの解決方法を、環境調整や人のつながりという視点

から考える。5 年生でパートナーシップの視点から、恋愛の中で生じがちな「支配」や「我慢」を見

抜く目を育てる。6 年生で、家庭をテーマにして、結婚、子育て、親子関係について考える。心のお

傷についての理解も深める。などなど。私もこのようなプログラムを受けてみたかったと思うと同時

に、日本中でこのような実践を行って欲しいと思いました。 

 

傷ついた子どもの心を目の当たりにすることが多い現場から、祈りを込めて。 

 

児童発達支援🍓いちご組 

あっという間に年の瀬が近づいてまいりました。 

春に新しくぽぽデイに通い始めたお子様たちも、ぽぽデイにすっかり慣れてのびのびと過ごしてくれ

ています。どこにどんなおもちゃがあるのかな、この人はどんな人かな、、、と始めは不安もありなか

なか思いを言葉にできなかったお子様も、今ではどの職員にもしっかりと声に出して伝えてくれます。

安心できる大人に言うことはできても、お友達には言えなかったお子様も、お友達にしっかりと言う

ことができるようになったお子さんもいます。お子さんごとに課題や個性に合わせた支援をしながら

も、みんな共通して、自分らしく自分を出せるようなぽぽデイの支援を来年もしていきたいと思いま

す。 

放課後等デイサービス 

長い夏から一気に冬がやってきたような今年の季節の印象ですが、寒い中ぽぽデイへやってきても、

「寒い」というお子さんはぜんぜんいません。室内に入って、すぐに「聞いて聞いて」と職員に話を
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してくれます。寒さよりも、職員に聞いて聞いてが１番の様子です。室内ではトランポリンや平均台

をわたって汗をながしながら楽しむお子さんもいたり、大好きなごっこ遊びをお友達としながらお友

達とやりとりをしながらごっこあそびの世界を広げて楽しむお子さんもいます。それぞれやりたい遊

びを考えて、目的をもってぽぽデイに来てくれるお子さんがたくさんいらっしゃいます。ぽぽデイで

やりたいことが叶えられる。安心できる大人の人たちがそれを応援してくれる。子どもたちにとって

そんなぽぽデイに思ってもらえていたら嬉しいです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタッフの一言 

ぽぽデイでのお勉強の時間の時、一緒

に計算ドリルに取り組むことがありま

す。高学年になると、とても難しくな

り、教科書等を見せてもらって一生懸

命考えています。解けた時のすれしさ

を味わいつつ、達成感の大切さを実感

しています。 

岸田 

１１月からおやつを自分で選べるようになり、「今日は焼き

おにぎり。やっぱりたこ焼きにしようかな」と色々と考え

嬉しそうに選び食べながら、「作品展ではこんな作品を作っ

たよ」とか「もうすぐ期末テストだ」など学校の話をして

くれます。その話を聞きながら日々色んな体験をし、成長

しているなと感じ「がんばったね」「大変だったね」などと

こたえています。これからも子どもたちに寄り添いながら

少しでも日々過ごしやすくなるお手伝いができればと思っ

ています。                 佐渡本 

今年も大変お世話になりました。 

年末は１２月２８日が年納になり、１２月２９日から１月３日までは冬季休業日に

なります。 

年始は１月４日からになります。 

今年も保護者の皆様方には多くのご協力とご理解をいただきありがとうございまし

た。職員一同、子どもたちとのかかわりの中でたくさんのことを経験し、子どもたち

の成長を感じさせてもらいながら充実した日々を過ごすことができました。来年も、

より子どもたちの笑顔あふれる事業所となるよう、活動していきたいと思います。 

来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

ぽぽデイ職員一同 


